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健康経営度調査への提言
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働く場「オフィス」の健康影響について
~CASBEE-ウェルネスオフィスによる建物健康度の格付け～
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不動産市場におけるESG投資の普及
︓PRI(責任投資原則)とRPI(責任不動産投資)
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GRESB （グローバル不動産サステナビリティベンチマーク）

出展：CSRデザイン環境投資顧問ウェブサイト、http://www.csr‐design‐gia.com/gresb/index.html

1. PRIを主導した欧州の主要年金基金のグループを中心に、2009 年に創設
不動産セクターのESG配慮を測る年次のベンチマーク調査

2.   18兆米ドル（約1,980兆円）の資金を持つ75社以上の投資家メンバー
投資先の選定や投資先との対話にGRESB を活用

3. 2019年調査への参加者数1005者、日本市場からは70者
※J-REIT市場での参加率は91.5％（時価総額ベース、2019年9月4日時点）

4. グリーンビル認証として、保有不動産で環境性能認証を得ることも加点要因
CASBEEファミリーによる評価も加点対象
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（2018.3.28 最終まとめ、国交省土地建設産業局）

①不動産投資市場の魅力的かつ安定的成長のためには、その質的・
量的な向上が喫緊の課題

②ESG投資原則が主流になりつつある中で、不動産そのものの環境負
荷の低減だけでなく、知的生産性の向上、執務環境の改善などの働
く人の健康性、快適性に優れた不動産への注目が高まっている。

良質な不動産ストックの普及促進に向け、健康性・快適性に優れた
不動産の新たな認証制度のあり方を公表（⇒CASBEE-WOの開発）

不動産鑑定(評価基準) への反映

ESGに配慮した不動産に対する投資の喚起及び不動産供給の促進

ESG投資の普及促進に向けた勉強会（国交省、2017年度）
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成果＝ 労働者数
[人]

知的生産性
[成果/(人･時)]

労働時間
[時]

× ×

長時間労働
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｨｰｽﾞﾑ
による生産性低下

ｱﾌﾞｾﾝﾃｨｰｽﾞﾑ
による離職・欠勤

作業効率向上
集中促進

優秀な人材の
確保・流出防止

創造的活動の促進
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの誘発

環境起因によるポジティブ要素

不健康要因によるネガティブ要素

オフィス市場で健康・快適な建築物が求められる背景

企業において「人材確保」「生産性向上」は急務

どんな場所で働くかが大事
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働く場の健康度評価ツール「CASBEE‐ウェルネスオフィス」
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働く場、すまい、コミュニティの質と労働機能障害

オフィス環境の
評価が低いと
Wfun上がる

住環境の評価が低い
とWfun上がる

オフィス・住環境の評価
が低いとWfun上がる

出典：安部ら、執務者の作業効率の改善・健康増進に向けた執務環境主観評価ツールの開発、
日本建築学会技術報告集、2020年26巻62号 p. 191-196
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知的生産性、健康性とオフィス環境要因の関係

太
い
・
・
・
影
響
が
大
き
い

点
線
・
・
・
マ
イ
ナ
ス
の
効
果

働き方
A ：快適性を感じる
B ：コミュニケーションをする
C ：休憩・気分転換をする
D ：オフィス内をよく歩く
E ：間食を時々摂る
F ：手洗いうがいをする
G ：健康状態をチェックする
W ：勤務の状況（労働負荷）

空間・内装

音環境

光・視環境

熱・空気環境

リフレッシュ

運動

作業効率

社員意欲

知識創造

人材確保

移動空間

情報通信

安全性

運営管理

プログラム

性別

年齢

BMI

従業員規模

役職クラス

主観的健康感

自覚症状

労働機能障害

傷病の有無

住まい

コミュニティ

A快適性

Bコミュニ

C気分転換

Dよく歩く

E間食摂る

F手洗い

G健康意識

W勤務状況

A快適性

Bコミュニ

C気分転換

Dよく歩く

E間食摂る

F手洗い

G健康意識

W勤務状況

作業効率

社員意欲

知識創造

人材確保

主観的健康感

自覚症状

労働機能障害

傷病の有無

知
的
生
産
性

健
康
性

直接影響 環境因子 間接影響

オフィス
環境等ウェルネス 働き方 ウェルネス働き方

出典：伊澤ら、構造方程式モデリングによるオフィス環境がワーカーのウェルネスに与える効果の研究、
空気調和衛生工学会学術講演会、2020年投稿中
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健康経営調査票

現状の健康経営調査票には
オフィスの営繕的な内容に
関する評価項目はない

健康経営を標榜する企業が
建築物やテナントビルの健
康性に興味をもつきっかけ
にならない。

ウェルネスオフィスの市場
での評価を高めるには利用
者側への浸透が必須
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健康経営度調査票へのウェルネスオフィスの組み込み提言

提言１︓

調査票「３制度・施策実行②健康経営の実践に向けた基礎的な土台づくりとワーク
エンゲージメント」に「Ⅴ．働く場所の健康性」などの項目を追加

Q 働く場所の健康性向上に向けた組織としての具体的な取組
１．テナント入居時に健康性に資するビルを選別
２．自社ビルの設計を実施する際の健康性への配慮
３．その他
４．特に行っていない

提言２︓

調査票「３制度・施策実行③従業員の心と体の健康づくりに向けた具体的な対策、
Ⅱ健康増進・生活習慣病予防対策」に「働く場所の健康性向上に向けた組織としての具
体的な取組」などの質問を追加

Q 働く場所の健康性向上に向けた組織としての具体的な取組
１．働く場の改善に向け、従業員に対して定期的な調査を実施
２．働く場の改善に向け、調査に基づくフィードバックを実施
３．入居ビルの管理者と働く場の改善に向けてコミュニケーションを実施
４．その他
５．特に行っていない
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ご静聴ありがとうございました。

Thank you very much for your attention!
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１） CASBEEの概要

２） CASBEE-ウェルネスオフィスの概要

３） CASBEE-オフィス健康チェックリストの概要

４） CASBEE-ウェルネスオフィスの認証制度

参考資料
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産官学によるＣＡＳＢＥＥの開発

（研究開発） 一般社団法人日本サステナブル建築協会（JSBC）
（普及事業） 一般財団法人 建築環境・省エネルギー機構（IBEC）

学
Academics

産
Industry

官
Government

国土交通省（住宅局、
官庁営繕部、国土技術
政策総合研究所)、

都市再生機構、
東京都、大阪府など

建築設計事務所
建設会社
専門工事会社
エネルギー事業会社など

大学、

独立行政法人

建築研究所など

2001年4月に検討委員会発足

法制度の改正等に対応するため、概ね２年毎にマニュアルの改訂を実施
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街区系

CASBEE ファミリーの構成

建築系

住宅系

CASBEE-短期使用

CASBEE建築評価員の資格範囲

CASBEE戸建評価員の資格範囲

CASBEE-戸建（既存）

自治体版CASBEE

CASBEE-戸建（新築）

都市系

CASBEE-建築（新築）

CASBEE-HI（ヒートアイランド）

CASBEE-建築（改修）

CASBEE-建築（既存）

CASBEE-不動産

CASBEE-インテリアスペース

CASBEE‐コミュニティ健康チェックリス
ト

CASBEE-街区

CASBEE-都市（詳細版）
CASBEE-都市

CASBEEレジリエンス住宅チェックリス
ト

CASBEE不動産評価員の資格範囲

CASBEEすまい改修チェックリス
ト

CASBEE-都市（世界版）※

CASBEE-住宅健康チェックリスト

※パイロット版

CASBEE-住戸ユニット（新築）

CASBEE-知的生産性ﾁｪｯｸﾘｽﾄ
（SWOチェックリスト）

CASBEE‐高齢期住まいチェックリスト

名古屋市
大阪市
横浜市
京都市
京都府
大阪府
神戸市
兵庫県

川崎市
静岡県
福岡市
札幌市
北九州市
さいたま
市
埼玉県
愛知県 （全24自治

体）

CASBEE-学校※
※文部科学省作成

神奈川県
千葉市
鳥取県
新潟市
広島市
熊本県
柏市
堺市

CASBEE‐オフィス健康チェックリストCASBEE-ウェルネスオフィス



4CHIBA UNIVERSITY HAYASHI LAB 2020.07.16 健康投資WG ©2020 Tatsuya Hayashi Lab.

自治体におけるＣＡＳＢＥＥ活用自治体におけるＣＡＳＢＥＥ活用

•CASBEEを届出制度として導入している自治体一覧
(2019年11月現在、導入順）

1)名古屋市 2004.4施行
2)大阪市 2004.10施行
3)横浜市※ 2005.7施行
4)京都市※ 2005.10施行
5)大阪府 2006.4施行
6)京都府 2006.4施行
7)神戸市※ 2006.10施行
8)川崎市 2006.10施行
9)兵庫県 2006.10施行
10)静岡県 2007.7.1施行
11)福岡市 2007.10.1施行
12)札幌市 2007.11.1施行
13)北九州市 2007.11.1施行
14)さいたま市2009.4.1施行

2019年6月現在、
24の地方自治体に
おいて、建築物の
環境配慮促進の一
環として、一定規模
以上の建物に対す
る、各自治体版の
CASBEEによる結
果の届出制度を実
施。

（注）届出の結果は公表
されるが、各自治体でそ
の結果を認定・認証する
ものではない。

15)埼玉県 2009.10.1施行
16)愛知県※ 2009.10.1施行
17)神奈川県 2010.4.1施行
18)新潟市 2010.4.1施行
19)広島市 2010.4.1施行
20)鳥取県※ 2010.4.1施行
21)千葉市 2010.4.1施行
22)熊本県※ 2010.10.1施行
23)柏市※ 2011.1.1施行
24)堺市※ 2011.8.1施行

※CASBEE-Iskandar

※戸建版による届出制度（任意）あり

⇒東京都建築物環境計画書制度の制度改正に伴い2020年度より、CASBEEと連携



5CHIBA UNIVERSITY HAYASHI LAB 2020.07.16 健康投資WG ©2020 Tatsuya Hayashi Lab.

仮想境界

境界内
Ｑ：建築物の
環境品質で評価

境界外
Ｌ：建築物の
環境負荷で評価

近隣
建物

近隣
建物

ＣＡＳＢＥＥの評価項目ＣＡＳＢＥＥの評価項目

Q１：室内環境

Q２：サービス性能

Q３：室外環境(敷地内)

L１：エネルギー

L２：資源・マテリアル

L３：敷地外環境
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参考資料

１） CASBEEの概要

２） CASBEE-ウェルネスオフィスの概要

３） CASBEE-オフィス健康チェックリストの概要

４） CASBEE-ウェルネスオフィスの認証制度
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安全・安心

「オフィスワーカーが知的生産性向上を健康な状態で実現する」
ことを目的とした評価体系へ展開（CASBEE-Wellness Office）

集中力の向上
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ活性化

意欲の向上
労働時間の短縮

CASBEE-ウェルネスオフィスの開発方針CASBEE-ウェルネスオフィスの開発方針

7
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BEE=Q/L

CASBEE for Building

Load Reduction
環境負荷低減

(Score of LR)

Environmental Quality
環境品質

Building Environmental Efficiency

(Score of Q)

Q1: 室内環境
Q2: サービス品質
Q3: 敷地内環境

LR1: エネルギー
LR2: 資源・マテリアル
LR3: 敷地内環境

CASBEE-ウェルネスオフィス

Activity Based Working

コミュニケーション

ビルサービス

テナント取り組み

オフィス家具

人の健康増進・知的生産性向上
の視点から従来のQ環境品質
の概念を拡張

バイオフィリア

運動機会 両ﾂｰﾙにて
建築物の
ESG配慮の
度合いを
指標化

CASBEE-ウェルネスオフィスの評価範囲CASBEE-ウェルネスオフィスの評価範囲

8
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パターン
評価対象

建物全体 専有部 運営
管理

プロ
グラム建築

計画
設備
計画

共用部
計画

外構
計画

A工事
部分

B,C工事
部分

新
築
時

１ 〇 〇 〇 〇 〇 × ● ●
２ 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ●
３ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ●

運
用
時

１ 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇
２ 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇
３ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※〇：評価対象、●：評価対象（計画内容）、●：評価対象（評価フロアのみ）、×：評価対象外

CASBEE-ウェルネスオフィスの評価パターンCASBEE-ウェルネスオフィスの評価パターン
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CASBEE‐ウェルネスオフィスの評価項目の概要
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出典：ESG投資の普及促進に向けた勉強会 最終まとめ（2018.3.28、土地・建設産業局不動産市場整備課）
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出典：ESG投資の普及促進に向けた勉強会 最終まとめ（2018.3.28、土地・建設産業局不動産市場整備課）
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出典：ESG投資の普及促進に向けた勉強会 最終まとめ（2018.3.28、土地・建設産業局不動産市場整備課）



14CHIBA UNIVERSITY HAYASHI LAB 2020.07.16 健康投資WG ©2020 Tatsuya Hayashi Lab.

参考資料

１） CASBEEの概要

２） CASBEE-ウェルネスオフィスの概要

３） CASBEE-オフィス健康チェックリストの概要

４） CASBEE-ウェルネスオフィスの認証制度
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CASBEEｰオフィス健康チェックリスト

CASBEE-WOで評価対象としている性能・仕様による実環境の良し
悪しを、ワーカーに直接に問う質問票。

明るさ 空気質寒さ

暑さ 音環境 清潔さ

利便性
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CASBEE-オフィス健康チェックリスト
対応する質問を概ね１対１で用意し、CASBEE-WOは60項目、
CASBEE-OCLは51項目の質問から構成されている。
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オフィス内の特に作業場所の環境や設備について オフィスもしくはビル全体の環境や設備について

入居ビルでの取り組みや所属する組織についてQ3

Q1 Q2
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参考資料

１） CASBEEの概要

２） CASBEE-ウェルネスオフィスの概要

３） CASBEE-オフィス健康チェックリストの概要

４） CASBEE-ウェルネスオフィスの認証制度
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総合環境性能とウェルネス性能

評価内容 総合環境性能評価 評価内容 ウェルネス評価

ツ
ー
ル

   ③CASBEE‐建築（新築）
   ④CASBEE-建築（既存）
   ⑤CASBEE-不動産
   のいずれか

ツ
ー
ル

　　　　　　　　　　①CASBEE-WO

評価員
   ⑥CASBEE-建築評価員
   ⑦CASBEE-不動産評価員

評価員 ②CASBEE-WO評価員

評価内容 ウェルネス評価

ツ
ー

ル
　　　　　　　　　　①CASBEE-WO

評価員 ②CASBEE-WO評価員

＜認証１＞ CASBEE-WOのみで認証（ウェルネスオフィス認証１）

＜認証2＞ 総合環境性能評価を加えてCASBEE-WOで認証（スマートウェルネスオフィス認証）

◆総合環境性能評価の条件
新築：CASBEE‐建築（第三者認証、自主評価届出）⇒B＋以上
既存：CASBEE‐不動産（第三者認証、自主評価届出）、CASBEE‐建築（同左）⇒B＋以上
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先行認証の実施・応募状況

１．先行認証の実施状況
次年度からの第三者機関への認証業務の開放に向けた準備作業として、認証
マニュアルの整備や評価・申請者の意見聴取を目的にIBECで先行的に実施

認証作業はIBECが主催する審査部会が担当（部会長：林）
多様な申請内容への対応をルールとして確立すべく、現在、３回目の認証申
請を募集中

２．認証状況
第一次募集︓2019/6/24～7/19 ︓全18件の申請（上限30件として公募）
第二次募集︓2019/11/25～12/9 ︓全 5件の申請（上限 5件として公募）
第三次募集︓2020/6/8～受付中 ︓ （上限10件として公募）

３．認証作業の状況
既に第一次、第二次に申請した23件については、認証済み
認証建物では、今年度のGresbにおけるグリーンビル認証へ申請可能

４．自主評価の登録制度
自主的に評価した結果を登録し、公開できる制度も構築。第三者性はないが、
自社の責任で公開している評価結果にて建物のウェルネス性能を公開可能


